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躍動 深浦ねぶた合同運行躍動 深浦ねぶた合同運行
　夏の夜、 6台のねぶたが勇壮な囃子とと　夏の夜、 6台のねぶたが勇壮な囃子とと
もに町を練り歩きました。沿道のお客さんもに町を練り歩きました。沿道のお客さん
は深浦マグロを題材にしたねぶたにひときは深浦マグロを題材にしたねぶたにひとき
わ大きな歓声をあげていました。わ大きな歓声をあげていました。
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－

深
浦
町
成
人
式－

　

今
年
、83
人（
男
43
人
・
女
40
人
）

の
若
者
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
63
人
の
新
成
人
が

出
席
し
、
友
と
の
再
会
に
満
面
の

笑
み
を
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。
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成人式成人式
スナップスナップ

（左から）古川実沙希さん
（北金 3区）、根上琴乃さ
ん（北金 3区）、鎌田好実
さん（北金1区）、中原望
肖さん（北金1区）、小野
美央さん（北金 3区）、山
本慧さん（田野沢）、田村
さくら子さん（関）
Ｑ：今後の抱負は
Ａ： 大人キレイを目指し

ます！（全員）

（左から）山下諒真さん（田野沢）、藤沢仁さん
（関）、古川琢人さん（北金3区）
Ｑ：今後の目標は
Ａ：お金持ちになりたい！（山下さん）
　　社会に貢献できる大人になりたい（藤沢さん）
　　立派な料理人になりたい（古川さん）

（左上から）笹森茉也さん（黒崎）、加藤梨沙
さん（沢辺）、斉藤穂さん（松神）
（左下から）神宏佳さん（岩崎上）、
七戸亜子さん（松神）、秋穂宣子さん（正久）
Ｑ：今後の目標は
Ａ：早く結婚したい！（全員）

（左から）山本沙耶加さん（風合瀬）、七戸奈々
さん（横磯）、石沢夏綺さん（12区）
Ｑ：二十歳を迎えての抱負
Ａ： 保育士になって深浦に帰ってきたい（山

本さん）
　　責任感を持って行動したい（七戸さん）
　　夢に向かって頑張ります（石沢さん）

前野直昭さん（舮作）
Ｑ：深浦の好きなところ
Ａ： 食べ物がおいしく、

自然が豊富なところ。
特に好きな食べ物は
刺身です！

（左から）百川祐生さん（岩崎上）、松井佑人さん（松神）
Ｑ：今後の目標は
Ａ：信頼される警察官になりたい（百川さん）
Ｑ：深浦の好きなところ
Ａ： 夕陽がキレイなところ。彼女にも見せてあげたい！
（松井さん）
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8
月
5
日
、
深
浦
子
ど
も
ね
ぶ
た
世
話
人

連
絡
委
員
会
に
よ
る
ね
ぶ
た
合
同
運
行
が
行

わ
れ
、
6
台
の
ね
ぶ
た
が
深
浦
地
区
中
心
街

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
5
月
下
旬
か
ら
ね
ぶ
た
作

り
を
開
始
。
伝
統
あ
る
深
浦
ね
ぶ
た
の
技
術

を
伝
え
よ
う
と
、
地
区
の
お
年
寄
り
や
自
治

会
が
子
ど
も
会
や
ね
ぶ
た
愛
好
会
と
一
体
と

な
っ
て
製
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
7
時
前
に
ね
ぶ
た
に
火
が
入
る
と
、

岡
崎
駐
車
場
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
が
る
に
し
き
た
深

浦
支
店
へ
向
け
て
運
行
が
ス
タ
ー
ト
。
菊
地

商
店
前（
浜
町
）か
ら
は
、
深
浦
ネ
ブ
タ
囃
子

保
存
会
と
ね
ぶ
た
踊
り
保
存
会
が
先
頭
に
立

ち
、
勇
壮
な
囃
子
と
華
や
か
な
流
し
踊
り
で
、

運
行
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

各
団
体
は
、
色
彩
豊
か
な
色
使
い
で
描
か

れ
た
躍
動
感
あ
る
武
者
絵
の
ね
ぶ
た
を
運
行

し
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く
の
住
民
が
、
夏

の
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
浴
衣
を
着
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら

ヤ
ッ
ト
セ
」
が
8
月
14
・
15
日
に
夕
陽
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
て
い
た
雨
も
降
ら
ず
、
会
場
に

は
深
浦
小
唄
の
音
色
と
提
灯
の
明
か
り
に
引

き
寄
せ
ら
れ
、
町
民
や
帰
省
客
な
ど
2
日
間

で
約
1
0
，0
0
0
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
岩
崎
地
区
の
郷

土
芸
能
「
御
慶
山
踊
り
」
を
皮
切
り
に
、
真

夏
の
ガ
リ
ガ
リ
君
早
食
い
選
手
権
日
本
一
決

定
戦
や
子
ど
も
向
け
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
大
会
、
恒

例
と
な
っ
た
「
ふ
か
う
ら
浴
衣
大
賞
」
な
ど

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
日
に
は
「
深
浦
マ
グ
ロ
ボ
ー
イ

ズ
＆
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
ズ
（
Ｆ
Ｍ
Ｂ
）」
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
！
Ｆ
Ｍ
Ｂ
の
ダ
ン
ス
に
会

場
は
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト

セ
総
踊
り
」
で
は
、
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た

老
若
男
女
が
や
ぐ
ら
の
周
り
に
輪
を
作
り
、

深
浦
小
唄
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
。
音
色

と
踊
り
に
つ
ら
れ
、
周
り
で
見
て
い
た
方
々

も
、次
々
と
輪
の
中
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
、会
場

は
一
体
感
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
華
麗
な
花
火

と
と
も
に
過
ぎ
行
く
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
植
畑
茉
琴
・
佑
哉
親
子



第 1試合
チ ー ム 名 一 二 三 四 五 計

岩内西ファイターズ 2 0 0 0 1 3
深浦シャークマリンズ 5 1 0 2 2× 10

第 2 試合
チ ー ム 名 一 二 三 四 計

岩内東野球スポーツ少年団 1 0 0 0 1
深浦シャークマリンズ 4 3 1 3× 11
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7
月
31
日
〜
8
月
2
日
の
2
泊
3
日
の
日

程
で
、町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
チ
ー
ム「
深

浦
シ
ャ
ー
ク
マ
リ
ン
ズ
」
が
、
姉
妹
都
市
提

携
を
結
ん
で
い
る
北
海
道
岩
内
町
を
訪
れ
、

地
元
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
交
歓
試
合
を
行
い
、

互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

岩
内
町
と
は
観
光
協
会
が
昭
和
59
年
か
ら
、

町
で
は
平
成
12
年
か
ら
交
流
を
開
始
、
今
年

で
32
年
目
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
小
・
中

学
生
が
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
の
交
流
や
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
や
郷
土

芸
能
な
ど
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
が
、

町
村
合
併
後
は
一
時
交
流
が
途
絶
え
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
町
内
の
3
小
学
校
の
児
童
が
所

属
す
る
「
深
浦
シ
ャ
ー
ク
マ
リ
ン
ズ
」
を
派

遣
し
、
岩
内
町
の
2
小
学
校
と
野
球
を
通
じ

た
交
流
を
実
施
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」、

「
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
た
」、「（
熱
烈
な
歓
迎
に
）
岩
内
の
人
々

の
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、

夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
心
に
刻
ん
だ
よ
う

で
し
た
。岩
内
町
佐
藤
総
務
財
政
課
長
は「
今

回
を
機
に
互
い
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
、来
年
度
は
ぜ
ひ
深
浦
町
を
訪
れ
た
い
」

と
語
り
、
今
後
の
更
な
る
交
流
促
進
を
約
束

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
交
流
事
業
や
防
災
上
の
連

携
関
係
を
深
め
、
自
治
体
相
互
の
発
展
を
目

指
し
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 姉

妹
都
市「
北
海
道
岩
内
町
訪
問
」

野
球
で
交
流
を
深
め
る

【 交流の歩み 】
岩内町・深浦町観光協会交流

年　　月 内　　　　容

Ｓ59．6 岩内・深浦町観光協会姉妹提携調印記念式典（深浦町）

Ｓ60～Ｈ11年 野球やサッカーといったスポーツで交流事業開催

Ｈ 3．7 岩内観光協会創立30周年記念式典参加（岩内町）

Ｈ 6．7 岩内・深浦町観光協会姉妹提携10周年記念誌作成

Ｈ10．10 岩内・深浦町観光協会姉妹交流
YOSAKOIソーラン・北前太鼓「風の会」芸能交流（深浦町）

岩内町・深浦町姉妹都市提携交流
年　　月 内　　　　容

Ｈ12．7 岩内町・深浦町姉妹都市提携調印式（岩内町）

Ｈ12．8 岩内町・深浦町姉妹都市提携記念交流事業（岩内町）

Ｈ13．8 岩内「怒涛まつり」北前太鼓「風の会」参加（岩内町）

Ｈ13．10 岩内町・深浦町文化交流視察（岩内町）

Ｈ14．6 修道小学校 6年修学旅行で訪問（岩内町）

Ｈ14．8 岩内町に深浦町選挙管理委員会視察研修（岩内町）

Ｈ17．7 新深浦町誕生記念式典出席（深浦町）

Ｈ22．5 深浦町・岩崎村合併 5周年記念式典出席（深浦町）

Ｈ27．5 深浦町・岩崎村合併10周年記念式典出席（深浦町）

Ｈ27．6 岩内町新庁舎落成式出席（岩内町）

北海道岩内町とは
　札幌市から車で約 2時間、北海道の西部に位置
し北は日本海、南にはニセコ連峰岩内岳を有して
いる町です。ロケーションは深浦と似た雰囲気で

すが、人口は14，451人（平成22年国勢
調査）と水産業を基幹産業とした活気
溢れる町です。
　昭和59年、岩内町・深浦町の観光協
会から始まった交流は、平成12年に町
レベルでの姉妹都市提携へと発展し、
交流してきました。
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第4子祝い金贈呈

市町村対抗県民体育大会　各種競技の奮闘光る

!／
"#

!／
"!

!／
$%

講演する町田徳子さん

祝い金を贈られた小林さん

&／
$&

深浦町総合戦略課　企画調整係
　電話　74－2122
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　小学校女子野球の日本一を決める全国大会に、青森県代表メン
バーに選抜され出場する、いわさきクラブ所属の中村真生さん（い
わさき小 6年）が出場報告に訪れました。
　大会は、 8月 9日から13日まで埼玉県内を会場に全国38チーム
が参加し行われ、中村さんが所属する青森ゴールデンボンバーズ
は、 1回戦で昨年の優勝チームを破りましたが、 2回戦ではタイ
ブレークの末、惜敗という結果に終わりました。
1 回戦　青森ゴールデンボンバーズ　10対 9 　徳島県選抜（徳島県）
2回戦　青森ゴールデンボンバーズ　 8対 9　YAMAYURI（神奈川県）

　町出身の戦没者を追悼し、恒久の平和を祈念する深浦町平和祈
念祭が、町民文化ホールで行われました。
　式典には、関係者や遺族の方々など約80名が出席。君が代斉唱
後、戦没者へ黙祷が捧げられました。
　その後、町岩崎地区遺族会の増冨竹彦会長が「戦後70年を迎え、
戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代に語り継いでいきたい」と、
追悼のことばを述べました。
　参列者は一人ひとり献花をして手を合わせ、戦争のない平和な
社会を祈念しました。

　発達障害や自閉症について正しく理解してもらおうと、青森県
発達障害支援センター「ステップ」主催の講演会が、町民文化ホー
ルで開催されました。
　講師は同センター副所長の町田徳子さん。講演では発達障害や
自閉症がどういったものであるのか解説しながら「発達障害の人
などには具体的なアプローチをすることが大切」とのお話に出席
した約30名は熱心に耳を傾けていました。

戦後70年　平和を祈念

発達障害について学習

　小林寿人さん（北金 2区）に第 4子が誕生し、町から祝い金が
贈られました。
　小林さんは、娘、息子 2人ずつの 4人のお子さんに恵まれまし
た。今回の祝い金の使い道に関して伺うと「子どもたちのために
貯金します」と答えていました。また、第 5子については「予定
はないです」とにこやかに語られていました。
　今年度の祝い金受給者は 2人目、これまでで246人となりました。

　第70回青森県民体育大会が 8月 1、2、8、9 日の 4日間、上十三地区を会場に開催されました。当町からは約
100人の選手団が10の競技に出場し大いに活躍しました。
　熱戦の結果、バレーボール女子は初優勝し、バレーボールの部総合でも初優勝。陸上競技や水泳でも優勝者
が出るなど日頃の練習の成果が実り、町選手団の奮闘が光りました。

総合成績　町村の部11位（昨年度第10位）

•陸 上 競 技　女子Ａ2000ｍ　 1位　黄金崎夏未
　　　　　　　　女子Ａ200ｍ 　 2位　岩森　紗紀

•水　　　　泳　男子30歳未満100ｍ背泳ぎ
1位　成田　裕太

　　　　　　　　男子30歳未満50ｍ背泳ぎ
1位　成田　裕太

　　　　　　　　女子30歳未満50ｍ平泳ぎ
2位　山本　千愛

　　　　　　　　女子30歳未満50ｍ自由形
3位　山本　千愛

•バレーボール　総合優勝（初）
　　　　　　　　男子　 2回戦敗退
　　　　　　　　女子　優勝（初）
　　　　　　　　ママさん　 2回戦敗退

•ソフトボール　男子　準優勝

•サ ッ カ ー　 3位

•相　　　　撲　 4位

•ゲートボール　準々決勝敗退

•バドミントン　 1回戦敗退

深 浦 町 の 成 績

青森県代表として全国へ！
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～これが深浦のブランド特産品～～これが深浦のブランド特産品～

　特産品認定商品　ふかうら人参ジュース
深浦町特産品振興会の会長を務める。
普段は農協の金融の業務をこなしている。
みずから人参の被り物をかぶるほどＰＲ活動に積極的。
「ほかの人参ジュースと比べて、くさみがなく甘み
旨み成分が強い！」と評判の人参ジュースです。

　　－ ふかうら人参ジュースのあれこれ －
Ｑ何の人参を使用しているの？―ふかうら雪人参！
Ｑ 1缶あたりの人参使用量は？―200ｇ（中サイズ2本分）
Ｑジュースの原材料は？―濃縮人参99％、レモン 1％
Ｑ販売内容は？― 1缶、 6缶パック、 1箱（30缶入り）。
Ｑ販売価格は？―販売内容順に150円、900円、4，000円
Ｑ町内の販売所は？―風合瀬いか焼き村、マックスマートまたせん、門前広場こみせ、
　　ウェスパ椿山物産館、アオーネ白神十二湖物産館、十二湖駅、もちろん農協でも！

◎スッキリとした甘さで納得、砂糖不使用！
　120％美味しく飲むコツはギリッと冷やすこと☆

　　特産品認定商品　塩 も ず く
昭和54年創業の海鮮海藻問屋。現在は約50種の商品を取扱ってい

る。「世界を相手にあらゆる角度で！」この気持ちを大切に日々の業務に
取組み認定を受けた塩もずく。伝統製法で作られた塩もずくはまろやか
で、歯ごたえがあり、よく粘る。「こんな（おいしい）もずく食べたこと
がない！」とお客様によく言われるんだとか。プレゼントに最適ですね♪

　－ 塩もずくのあれこれ －
Ｑ使用している「もずく」は？－味に深みのある「岩もずく」
Ｑ内容量は？－1パック（300ｇ、700ｇ）、 1箱（ 1㎏）
Ｑ価格は？－内容量順に400円、950円、1，300円※変動有
Ｑ町内の販売所は？－風合瀬いか焼き村
Ｑ塩抜き方法は？－①ザルにあけて 2～ 3回水洗い。
　　　　　　　　　②ボールに水を張り 5～ 6分つけておく。
Ｑお湯に通す必要ある？－通さなくても美味しく食べられます！
Ｑオススメの食べ方は？－酢醤油で！お味噌汁に！詳しくは大船海産ＨＰへ。

◎ 1 番の人気商品「塩辛」など多数商品をいか焼き村さんで販売中！

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
特産品振興会事務局（観光課商工振興係）　0173－74－4412

１
時限目

２
時限目

　教育委員会では、町の社会教育推進に向けた事業を実施しています。その一つとして、「町民の
主体的な学習の推進」を目指し、社会教育団体、グループ、サークルなど多くの団体の活動を支
援しています。
　今回は、アドベチャーキャンプ夏編とスイーツ教室の活動を紹介します。

〇アドベンチャーキャンプ夏編・・・次代を切り拓くたくましさと豊かな心をもつ青少年育 
 成を図る
〇公民館「スイーツ教室」・・・・・町民の自主的な学習の推進を図る

「第 2次深浦町中期社会教育計画より」

　スイーツ教室を 6月・7月・9月・10月の第 2月曜日に深浦町

公民館で実施しています。

　事業の目的は、町民のスキルアップを図り、より多くの人と

のふれあい・交流を深めることとしています。

　今年度の教室参加者は 6 名で毎年楽しみにしている常連さん

が多く、子どもや友達、なによりも自分へのご褒美に、楽しみ

ながら、 2時間ほどで色々なスイーツを作っています。

　スイーツ完成後は、参加者みんなで楽しく会話しながら試食

しています。

　子どもたちが便利な日常生活から離れ、自然の中での共同生

活を通じて、自主性や協調性を養い、たくましく「生きる力」

を身につけることを目的に実施しています。

　今年は管内各小学校の 4年生から 6年生までの30人が参加し、

異学年がひとつの班になって協力しあい、みんなでテントの設

営から始まり、イカダ作りとイカダ競争に挑戦したほか、ドラ

ム缶風呂、流しそうめんといった体験を楽しみました。

　この日は夜から雨になり、テントに泊まることはできません

でしたが、ハプニングがあってもみんなと協力し、柔軟に対応

した姿は、成長への貴重な経験になったようです。

　深浦町スポーツクラブ設立準備委員会では、スポーツ振興や「短命県返上」の一助として様々なスポー
ツイベントを開催予定です。やってみたいスポーツなどありましたら是非ご相談ください。

◆問合せ先：深浦町スポーツクラブ設立準備委員会事務局　担当　吉田　74－4419

〇深浦町スポーツクラブ設立準備委員会からお知らせ

「スイーツ教室」を実施しています！「スイーツ教室」を実施しています！

「アドベンチャーキャンプ2015夏編」「アドベンチャーキャンプ2015夏編」

ふかうら学ふかうら学
９月号からは販売者をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。

島元さんの深浦メモ
最近『田中旅館』
のお膳を食べてびっ
くり。
豪華だったなぁ～！

【【株式会社 　大船海産株式会社 　大船海産】　～】　～風合瀬風合瀬～～

【つがるにしきた農業協同組合 深浦支店】【つがるにしきた農業協同組合 深浦支店】～深浦～～深浦～

「うーん・・・イカダのひも結びが
むずかしい～」

「ぱぱっと簡単！スイーツ作り」

☝

「わらはんど」にぴったり、
ごくごく飲みますよー！

わげものにも
食べでもらいてなー！

大船さんの深浦メモ
泊まれる遊べる！
ウェスパ椿山楽しー♪
（最近行けてない…）

☜

大　船　千代志

島　元　孝　久



健康
万歩計
健康
万歩計
健康
万歩計

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さ
んが健康で元気に過ごすための必要な情
報を提供し、ドクターからのアドバイス
を紹介するコーナーです。

施術　¥3,000

カイロプラクティック院　らっきー

肩こり・腰痛・首こり・筋肉のこり・・
枕が合わない方・サプリメントをお探しの
方etc・・・是非一度お試しください。

深浦町大字風合瀬字大磯135 （2階）
ＴＥＬ　080－6042－7173 （山下）

～慢性病の約80％は骨盤・骨格の
ゆがみが原因と言われています～

カイロプラクティックで健康な体を維持しませんか？
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　山　内　　誠 先生

山内クリニック・院長

顔面神経麻
ま ひ

痺と顔面痙
けいれん

攣
⑴ 顔面神経麻痺
　顔面神経麻痺は、顔面神経の障害部位によって
中枢性（脳の中での障害）と末梢性に分類される
が、中枢性のものは極めて稀である。中枢性のも
のは片側の顔の下半分のみに麻痺（額にしわを作
れる）を生じるのに対して、末梢性では片側の顔
全体の運動障害をきたす。
　以下、末梢性の麻痺について述べる。顔面神経
は頭蓋骨のなかを走行する距離が、他の脳神経よ
りも長いことから麻痺を生じやすい。その原因は、
ウイルス感染や側頭骨骨折、手術損傷、細菌感染
（中耳炎）、腫瘍などさまざまである。このなかで
最も多いものがベル麻痺（ 8 割）、次いでハント
症候群（ 1割）である。ベル麻痺は単純疱疹ウイ
ルス（ＨＳＶ）の感染によって起こる。一方、ハ
ント症候群は、水痘・帯状疱疹ウイルス（ＶＺＶ）
の再活性化によって起こる。顔面神経の神経節に
潜んでいたＶＺＶが暴れ出したもので、耳介を中
心として水疱と痛みを生じる（帯状疱疹）。
　これら末梢性の麻痺は、ある日、突然に発症す
る。食物が口からこぼれてしまったり、洗顔時に
十分にまぶたを閉じることができないために眼に
水が入ったり、会話が困難になる。

　治療は、抗ウイルス薬や副腎皮質ステロイド薬、
ビタミンの投与などが行われ、麻痺が回復するの
は治療 1カ月過ぎた頃が多い。

⑵ 顔面痙攣
　顔面神経麻痺と正反対に位置する疾患が顔面痙
攣である。50歳代の女性（男性の約2.5倍）に好
発し、小児にはみられない。片側の顔面の筋肉が
勝手に「ピクピク」動く。初期には下まぶたに、
やがて上まぶたにも起こるようになる。さらに半
年～数年を経ると、口元がひきつれるようになる。
痙攣は睡眠中にも起こる。頭蓋内で、蛇行する血
管が顔面神経を圧迫することが原因である。
　治療法としては、トランキライザーなどさまざ
まな薬物治療のほか、顔面神経ブロック、神経血
管減圧術が行われている。また、行える施設は限
られているが、毒素注入法がある。ボツリヌス菌
が産生するＡ型毒素（ボトックス注）を痙攣を起
こしている筋肉内に注入すると、痙攣は約 3カ月
間完全に消失する。
　類似の疾患としては、本態性眼瞼痙攣（両側の
眼輪筋のみ痙攣）とメージュ症候群（両側の眼輪
筋のほか口下顎部にも痙攣）などがある。

今月のドクター

子ども虐待を防止するために（前編）
　子ども虐待とは、親や親に代わる保護者が、子どもの世話をせずに放っておいたり、
子どもの身体や心を傷つける行為を言います。
　たまたまおこったような事故ではなく、しつけの程度をこえるようなことが繰り返
され子どもの心身の発達を脅かし、心理的に大きな傷跡を残します。

【虐待と「しつけ」の違い ～「子どもの視点」で考えます～】
　「しつけ」は、子どもの欲求や理解度に配慮しながら、生

活習慣や生きていく力、思いやり、社会のルールなどを身に

着けるように働きかけることです。

　子どもを思うようにコントロールできないことへの”怒

り”・心の不安定さを解消するための”はけ口”として、子

どもの心身を傷つけたり、存在を否定することは虐待になり

ます。

また、たとえ親が「しつけ」のつもりで行った行為でも、「子

どもの視点」からみて有害な行為であればそれは虐待です。

【虐待の種類～単独でおこる場合も、重複しておこる場合もあります～】

身体的虐待 子どもをたたく、殴る、蹴る、タバコの火をおしつける、家の外に閉
め出す、など。

心理的虐待
子どもを無視する、兄弟と著しく差別をする、「おまえなんか生まれ
てこなければよかった」「おまえなんか嫌いだ」などとなじる、など。
子どもの前で配偶者に暴力をふるうこと（ＤＶ）も含まれます。

性 的 虐 待 子どもへの性交、性的行為の強要、性器や性交をみせる、ポルノグラ
フィーの被写体に子どもを強要する、など。

養 育 の
放棄・怠慢
（ネグレクト）

食事を与えない、着替えや入浴・洗濯など身の回りの世話をしない、
学校に登校させない、病気やけがでも病院へ連れて行かない、車中や
家に子どもを置き去りにする、など。

＊＊＊次号（中編）に続きます＊＊＊

【問合せ先】　地域包括ケアセンター　TEL 76－2042



戸
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7
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21
日
〜
8
月
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日
ま
で
の
戸
籍
届
出

編・集・後・記
　
「
ち
び
っ
こ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
や
「
こ

ん
な
に
元
気
で
す
」
の
取
材
で
保
育
園

に
伺
い
、
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
向
け

る
と
泣
い
て
し
ま
う
子
や
無
邪
気
に
カ

メ
ラ
を
見
つ
め
る
子
な
ど
個
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れ
る

子
ど
も
た
ち
を
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て
い
る
と
、
子
ど

も
っ
て
い
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
の
取
材
後
、
４
年
前
の
広
報

を
見
返
す
と
「
早
く
孫
の
顔
を
見
せ
た

い
」
と
い
う
私
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が
、
少
し

ず
つ
将
来
設
計
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

深
校
だ
よ
り
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。
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中
学
生
の
体
験
入
学
実
施

　

8
月
3
日
、
本
校
で
中
学
生
の
た
め
の
体
験
入
学

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
深
浦
中
16
名
、
大
戸
瀬

中
2
名
、
岩
崎
中
6
名
の
計
24
名
で
し
た
。

　

本
校
は
総
合
学
科
の
高
校
で
、
人
文
社
会
系
列
と

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
商
業

と
英
語
の
模
擬
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
商
業
の
授
業

は
中
学
校
で
は
な
い
た
め
、
初
め
て
聞
く
内
容
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
か
っ
た
と
い

う
感
想
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

総
合
学
科
の
学
校
で
は
、
体
験
学
習
や
将
来
の
進

路
を
考
え
る
授
業
が
多

く
あ
り
ま
す
。
入
学
後

に
自
分
の
進
路
と

じ
っ
く
り
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
卒
業
後
の
進
路
決

定
率
は
毎
年
ほ
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1
0

0
％
で
す
。
ま
た
少
人

数
の
学
校
で
あ
る
た

め
、
生
徒
一
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と
り

に
目
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届
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や
す
く
、

教
員
が
生
徒
の
希
望
に

合
わ
せ
て
個
別
指
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行
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こ
と
も
で
き
ま

す
。
検
定
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や
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の
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な
ど
も
適
宜

行
っ
て
い
ま
す
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本
校
で
は
十
二
湖
の

遊
歩
道
整
備
な
ど
、
町

と
協
力
し
て
行
う
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
深
浦
校
舎
に

入
学
し
て
、自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
こ
と
を
知
り
、

町
の
た
め
に
な
る
活
動
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

２
学
期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

8
月
21
日
に
2
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。深
浦

校
舎
で
は
2
学
期
に
行
う
行
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
7
月
に
袋
詰
め
し
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
9

月
中
旬
に
十
二
湖
周
辺
に
敷
き
詰
め
る
作
業
を
行
い

ま
す
。
ま
た
10
月
に
は
高
校
生
に
よ
る
「
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
（
木
造
高
校
深
浦
校
舎
）」
を
初
め
て
実

施
し
ま
す
。
深
浦
駅
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
観
光

客
を
相
手
に
深
校
生
が
ガ
イ
ド
役
と
し
て
深
浦
の
見

ど
こ
ろ
を
案
内
し
ま
す
。
現
在
、
町
の
方
の
協
力
を

得
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。
町
の
み
な
さ

ん
に
も
深
浦
校
舎
の
新
た
な
取
り
組
み
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
実
施
後
は
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
10
月
後
半
は
本
校
最
大
の
行
事
で
あ
る
深

校
祭
を
実
施
し
ま
す
。
初
日
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

や
2
日
目
の
一
般
公
開
な
ど
、
町
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
精
一
杯
準
備
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
今
後
の
深
校
生
の
活
躍
に
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。

【
9
・
10
月
の
行
事
予
定
】

9
月
16
日
㈬　

薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
　

18
日
㈮　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
遊
歩
道
整
備
②

　
　

24
日
㈬　

校
内
防
災
訓
練

　
　

30
日
㈬
〜
2
日
㈮

　
　
　
　
　
　

中
間
考
査

10
月
11
日
㈰　

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　

15
日
㈭　

芸
術
鑑
賞
教
室

　
　

24
日
㈯　

深
校
祭（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　

25
日
㈰　

深
校
祭
（
一
般
公
開
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い
つ

も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を
た
だ

た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

末　

丸

『
チ
ャ
ー
ハ
ン

（
大
盛
り
）』

￥
7
0
0

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
国
道
1
0
1
号

沿
い
岩
崎
郵
便
局
の
隣
に
位
置
す
る
末

丸
さ
ん
。
12
時
過
ぎ
に
入
店
す
る
と
お

客
さ
ん
の
ほ
か
、
出
前
の
注
文
の
電
話

が
鳴
り
や
ま
ず
女
将
さ
ん
の
声
が
店
内

に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
注
文
し
た
の
は
、「
チ
ャ
ー
ハ

ン
」。大
き
な
煮
豚
や
か
ま
ぼ
こ
と
い
っ

た
具
材
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
入
っ
て
い
て
食

べ
ご
た
え
十
分
！
普
通
盛
り
は
6
0
0

円
、
プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
大
盛
り
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
オ
ム
ラ
イ
ス
や
ラ
ー
メ

ン
（
醤
油
、
塩
、
味
噌
、
と
ん
こ
つ
）

な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
い
、
ど
れ

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
抜
群
で
す
。

　

ま
た
、
夜
は
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
も
営

業
し
て
い
ま
す
。
飲
ん
だ
後
に
食
べ
る

ラ
ー
メ
ン
も
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

ま
さ
に
昼
と
夜
の
二
刀
流
。
こ
れ
が

お
れ
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
岩
崎
字
松
原
64－

10

℡　

77－

2
9
6
1

定
休
日
：
不
定
休

「「

」」

広

報　

広

報　

ふ
か
う
ら

ふ
か
う
ら

編
集
部
の

編
集
部
の

た
ま
ら
な
い

た
ま
ら
な
い

ラ
ン
チ

ラ
ン
チ

第３回

深浦町深浦町のの人口人口とと世帯世帯
《 8月末現在》（ ）内は前月比

　男 …… 4,256人（－10）
　女 …… 4,767人（－ 2 ）
　計 …… 9,023人（－12）
世帯数 3,860世帯（－12）

深浦町の総面積　488.89㎢　
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ホームページアドレス http://www.town.fukaura.lg.jp/

● このコーナーでは、１歳を迎えたチビッコ達をご紹介します ●

18■■■広報ふかうら■

9月号
№126

このコーナーでは、元気いっぱいな園児たちの
作品をご紹介していきます 　　　　　　　　

　きらら保育園のなかよしたち

「お店屋さんごっこ」「お店屋さんごっこ」

（左から）

　は ら た　　い つ き くん
（６さい）

　ふ じ た　　そうすけ くん
（６さい）

　むらやま　　ま　　ち さん
（６さい）

　おおたに　　り ん か さん
（５さい）

　おおたに　　こ ゆ き さん
（５さい）

　むらやま　　ゆ　　な さん
（５さい）

【
寄
附
者
の
紹
介
】

【
寄
附
者
の
紹
介
】

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

〇
青
森
県
弘
前
市　

堀　

内　

俊　

悦　
様

　
　

〇
東
京
都
武
蔵
野
市　

山　

本　

祥　

司　
様

　
　

〇
千
葉
県
柏
市　

望　

月　

元　

善　
様

　
　

〇
千
葉
県
柏
市　

望　

月　

登
茂
子　
様

　
　

〇
東
京
都
大
田
区　
　

Ｋ　

・　

Ｙ　
　

様

　
　

〇
青
森
県
弘
前
市　

石　

澤　

幹　

夫　
様

　
　

〇
神
奈
川
県
相
模
原
市　

八
木
橋　
　
　

淳　
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福 沢　椰
なぎ

聡
と
ちゃん

（父聡　渉さん
母日香留さん）崎の町

小山内　麗
うる

華
は
ちゃん

（父奨　太さん
母克　子さん）岩　坂

小島　星
せ

彩
い

七
な
ちゃん

（父直　也さん
母静　加さん）北金１区


